
図面番号

Ｍ

年度 縮尺

工  事  名

図  面  名

課 長 補 佐

Ａ３

Ａ１

図 面 リ ス ト

機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成 帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

０１Ｎｏｎ

Ｎｏｎ

２９
帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

図面リスト

帯広畜産大学 基幹整備（湧水排水設備）工事

Ｍ－０２

Ｍ－０１

図面番号 図　　面　　名　　称 縮　　尺

Ｍ－０３

表紙・図面リスト ―

Ｍ－０４ 配置図・付近見取図 １／３０００

平成２９年度

Ｍ－０５

Ｍ－０６

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

―

―

Ｍ－０７

Ｍ－０８

平面図（湧水排水設備）－１

平面図（湧水排水設備）－２

断面図（湧水排水設備）－２

１／　１００

１／　１００

１／　５０

平面図（湧水排水設備）－３

平面図（湧水排水設備）－４

１／　１００

１／　１００

Ｍ－０９

Ｍ－１０

断面図（湧水排水設備）－１・制御フロー図 １／　５０

Ｍ－１１ 平面図（動力設備）－１ １／　３００

平面図（動力設備）－２Ｍ－１２ １／　３００

Ｍ－１３ 平面図（動力設備）－撤去 １／　３００



工事の区分 建築工事，電気工事，機械工事，土木工事等の工事区分

機械設備工事特記仕様書

屋
内
設
備

空気調和設備

暖房設備

換気設備

建物使用の有無

４．

建築面積

３．

工種

Ⅰ．　工　事　概　要

１．

工事場所

完成期限

構造・階数建
物
概
要

棟名称

延べ面積

規模等

工事の種類 　　　　　　　　　工　　　事　　　範　　　囲　　　表

２．

建
築
工
事

電
気
工
事

機
械
工
事

工事区分項　　目

名 　　　　称 摘         要
備　　考

工事名称

　第１編1. 2. 1)

（公共改修仕様書

実施工程表

　　の電気工学以外の工学に関する学科において一般電気工学（実験

９．短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設

８．第２種電気工事士（旧電気工事士）の資格を有する者

７．２級電気工事施工管理技師の資格を有する者

６．第１種電気工事士の資格を有する者

　　た者

５．公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格し

　　格した者

４．旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の検定に合

　　の科目を修めて卒業した者

　　規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号

３．高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、電気事業法の

１．第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

２．１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

電気保安

技術者
項　　　　　　目　　　　　　名

 　この工事現場に，下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

　第１編1. 3. 2)

 (公共改修仕様書

技術者等

　　を含む）に関する科目を修めて卒業した者

職員に報告する。

 1. 

2．電気保安

 7.

・冷凍空気調和機器施工（ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機の据付及び整備）

（公共改修仕様書

・配管（配管工事）　・建築板金（ダクト製作及び取付）

・熱絶縁施工（保温工事）

　第１編1. 6. 2)

技能士

（公共改修仕様書

　第１編1. 3. 3)

 3.

 4.

(公共改修仕様書

　第１編1. 3. 9)

施工中の環境保全等

施工条件

成9年7月31日　建設省告示第1536号）に基づき国土交通大臣が型式指定を行った

　本工事においては、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（平

○低騒音型・低振動型建設機械の使用

低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただし、これにより難い場

合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

 5. 環境への配慮

(公共改修仕様書

　第１編1. 4. 1)

備　　　　　　考

（公共改修仕様書

検査機材の検査に

機 材 の 検 査 等

（公共改修仕様書

試験

　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

機　　材　　名

伴う試験

　第１編1. 4. 5)

　第１編1. 4. 6)

 6.

一工程の施工の

　第１編1. 6. 4)

　下記の工事部分は、施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

確認及び報告

 (公共改修仕様書

 8.

　第１編1. 6. 7)

足 場

仮設間仕切り

 (公共改修仕様書

　第１編2. 2. 1)

　第１編2. 2. 3)

 (公共改修仕様書

撤去

 (公共改修仕様書

 第１編第４章)

 　及び復旧

 (公共改修仕様書

 第１編4. 2. 4)

(3) 現場において再利用するもの

  1) 品 　　　名

  2) 使 用 場 所

(4) 再生資源化（再利用）するもの

  1) 品       名

(5) 関係法令に従い適切に処理するもの

監督職員

事務所

 (公共改修仕様書

　第１編2. 3. 1)

 (公共改修仕様書

　第１編第３章)

　　　　図示による　　　　下記による

13.

14.

養生15.

16.

撤去跡の補修17.

19.

　工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督

 1. 総則

Ⅱ．　一　般　特　記　事　項

(2) 特記仕様書の適用方法

2) 表中の各欄に、数字、文字、記号等を記入する事項については、記入して

4) 特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取り扱いは、特記された

5) 左欄の（ ）内の数値は、公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（機械

1) ・印で始まる事項及び表中の・印の事項については、○印を付した事項の

　み適用する。

　ある事項のみ適用する。

　もの又は同等以上のものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監

　設備工事編）（平成28年版）（以下、「公共改修仕様書」という）及び文部

　科学省機械設備工事標準仕様書（特記基準）（平成28年版）（以下、「文科

　仕様書」という）の該当項目番号を示す。

3)　　　　印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。

　督職員の承諾を受ける。

工事部分 確認・報告事項

　第１編1. 6. 9)

 (公共改修仕様書

 (公共改修仕様書

　第１編1. 7. 2)

技術検査10.

Ⅲ．　一　般　共　通　事　項

仕様書（特記基準）（平成28年版）、公共建築設備工事標準図（統一基準）

（機械設備工事編）（平成28年版）、文部科学省機械設備工事標準図（特記基

準） （平成28年版）、及び工事写真撮影要領に基づき工事を施工する｡

（統一基準）（機械設備工編）（平成28年版）、文部科学省機械設備工事標準

帯広畜産大学 基幹整備（湧水排水設備）工事

北海道帯広市稲田町西２線９番地・１１番地・１３番地・西３線１０番地・１２番地・１４番地他（帯広畜産大学構内）

(1) この工事の受注者は、国立大学法人帯広畜産大学の定める工事請負契約基準、

 ㎡

排水設備（湧水）

消火設備

給水設備

ガス設備

自動制御設備

 ㎡ ㎡

有　　 無有　　 無 有　　 無

屋
外
そ
の
他
設
備

給水設備

暖房設備

排水設備（湧水）

コンクリート穴あけ ボイド等

ボード切込、
　　　　　　　　　補強 墨出し共

開口部補強を必要とし
ないボード等の切開

軽鉄下地開口部
墨出し
軽鉄下地開口部
墨出し

照明器具、空調
吹出口、給排気
ガラリ等

電気関係開口部

機械設備関係開口部

軽量鉄骨下地

開口部補強
天井及び壁、ボード切開

天井点検口
点検口取付及び、開口部

　　　　　　　　　補強
床点検口

点検口取付及び、開口部
墨出し共

機器・配管取付後の壁
・床等の補修

本体、水切
流し台、ミニキッチン

同上配管接続

ルーフドレン

立どい

機器用アンカーボルト

大型機械基礎

一般機器類の基礎

仕上げ共

仕上げ共 配管架台等

換気扇取付 ダクトのあるもの

　　〃

天井扇等

フード取付共

同上用スイッチ

同上用電源

自動火災報知器

防火区画貫通部補修
モルタル
充てん等

化粧用洗面器、鏡

舗装撤去 カッター,取り壊し

  1) 品 　　　名　 コンクリート殻（機械はつり）

ステンレス製
（含む排水金具）

水切り板
同穴あけ共

給排水用

防露工事共 第１桝までの配管

墨出し、型枠入れ共

梁、壁、床スラブ
スリーブ入れ

ボイラ、冷凍機等機械設備
関係機器

壁、サッシ等への取付
（材工）

同上開口部補強 鉄筋切断及び補強筋入れ

墨出し共
ダイヤモンドコア
カッターはつり

コンクリート穴あけ

給湯設備

　概成工期　平成　　年　　月　　日（　曜日）

動力設備

平成２９年 ３月 ２３日（金曜日）

舗装復旧 アスファルト舗装

空気調和設備

消火設備

※・　　〃

部

部

工事完成時には、下記の完成図等を提出するものとする。

部

完成時の提出

部数図　　　　書 体裁等名称

 (公共改修仕様書

　第１編1. 8. 2)

11.

　・　　〃

　・　施工図

※・　機器完成図

※・　各種試験成績書

※・　諸手続き書類（写）

※・　保全指導書

ＣＡＤデータ（ 　・　要　　・　不要）

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

・　工事写真　　・　完成写真　　・　完成図

保全に関する

資　　　　料

(公共改修仕様書

  第１編1. 8. 4)

12.

・ 電子媒体 ・ 紙媒体(ﾌｧｲﾙ綴じ) 　・　工事写真帳

　原図

　仮製本

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のた

　　　　　め以外に使用しないこと。

提出方法：

　下記に示す機器及びシステムについては、当該機器又はシステムを運用する

職員に対しその機能・操作の説明、保守点検の要領及び障害時の対策等を説明

するものとする。

　・　完成図

ファイル形式：

部

部

部

部

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：

部

　仮製本

部

　製本

設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

○排出ガス対策型建設機械

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出

ガスの規制等に関する法律」（平成17年法律第51号）に基づく技術基準に適合す

る機械、又は、「排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成3年10月8日付け建設

省経機発第249号）、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規程」（平

成18年3月17日　国土交通省告示第348号）もしくは「第3次排出ガス対策型建設

機械指定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定された排出

ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用でき

ない場合は、平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装

置の開発」、又はこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審

査・証明事業、もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装

　排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用す

る場合、現場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、

監督職員に提出するものとする。

難い場合は、監督職員と協議するものとする。

置を装着することで、排出ガス対策型機械と同等と見なす。ただし、これにより

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建

バックホウ

機　種

ホイールローダ

ブルドーザ

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

空気圧縮機（可搬式）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ローラ類（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

摘　要

ディーゼルエンジン（エン

ジン出力8kW、560kW以下）

を搭載したものに限る。

ディーゼルエンジン（エン

ジン出力7.5kW、260kW以下）

を搭載したものに限る。

・

試験・立会い等

　第１編1. 6. 5)

 (公共改修仕様書

施 工 の 検 査 等

 (公共改修仕様書

　第１編1. 6. 6)

 (公共改修仕様書

検査に伴う

 9.

 検 査  立 会  試 験  備考 施工部分

 　下記の施工部分は、監督職員の検査・立会い・検査に伴う試験を受ける。

 (公共改修仕様書

　第１編1. 8. 3)

発生材の処理等

 (公共改修仕様書

 第１編第５章)

18. 発生材の処理は、下記による。

(1) 引渡しを要するもの

  1) 品 　　　名　

  2) 引 渡 し 先　

  3) 集 積 場 所　

金属類（鋼管）

帯広畜産大学　事務局　施設課

帯広畜産大学構内指定場所（M-04図参照）

(2) 特別管理産業廃棄物

 3) 集 積 場 所

 4) 集 積 方 法

  1) 品 　　　名

  2) 引 渡 し 先

○ディーゼル車排出ガス規制に適合した車両

①　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下「本工事関係

　車両」という。）が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下

　を使用しなければならない。

　「排出ガス規制条例」という。）の適用を受ける場合は、これに適合した車両

　ス規制に適合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画

②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガ

③　受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコ

　書に記載しなければならない。

④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直

　ピーを保管し、本工事関係車両を把握しなければならない。

　ちに監督職員に報告しなければならない。

　遵守させるものとする。

⑤　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を

 ㎡ ㎡ ㎡

手すり

㎡

㎡

有　　 無

１

４

１

２

２

２

２

１

国立大学法人　帯広畜産大学

ＪＷＷ・ＰＤＦ

自動制御設備

・本工事建物は現在使用中であり、本工事施工にあたっては、工程及び安全対策

　について監督職員と十分協議の上、災害防止に努める事。

・騒音・振動の発生作業を伴う場合には、作業時間・工程について監督職員と十

　分に協議を行うこと。

・　施工図

現場説明書、特記仕様書　３枚、図面　５枚、公共建築改修工事標準仕様書

１

（Ａ１）

（Ａ１）

（Ａ３）

（Ａ１・Ａ３） 各

※印は一冊にまとめてよい。

芝復旧 種子吹付

共同溝

動力設備

動力制御盤

自動制御盤

盤以降の配線・配管共

盤以降の配線・配管共

同上接続（一次側）
制御盤主開閉器までの
配管・配線

中央機械室

動力設備

共同溝

共同溝

２９
帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

図面番号

Ｍ

年度 縮尺

工  事  名

図  面  名

課 長 補 佐

Ａ３

Ａ１

特 記 仕 様 書 （ １ ）

機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成

０２Ｎｏｎ

Ｎｏｎ

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課



 ・ 地中埋設標　　　（・　標準図による（　　 　製）・　　　　　）

 (           )

埋設配管 2.4

 第２編2. 2.11)

 (公共改修仕様書

事項

場合の留意

再生を行う 2.3

施工 2.2

 (           )

 2.1

配管工事 2. 

　・ 騒音の測定

　・ 室内気流及びじんあいの測定

　・ 室内外空気の温湿度の測定

施　　　　 工 6.2　・ 水量調整　第２編1. 3. 2)

　・ 風量調整 (公共改修仕様書

配 管  配 線 6.1　下記の項目について総合調整を行い測定表を提出する。総合調整 1. 

電気工事 6.

 ・ 埋設表示テープ　（・　　　　　　　）　

  図示の地中埋設管には、下記の表示を行う。

　第２編2.5.1)

 (公共改修仕様書

　第２編2. 5. 2)

 (公共改修仕様書

埋設深さ 2.5

　第２編第３章１節)

 (公共改修仕様書 露出ﾋﾟｯﾄPS内露出

屋外暗渠天井屋内施工箇所保温工事

防錆工事 保温仕様

　保温仕様は下記によるものとし、下記以外のものは標準仕様書による。保温・塗装 3.

 3.1

　第２編3. 2. 2)

 (公共改修仕様書

　第２編3. 2. 1)

 (公共改修仕様書

塗装箇所は下記による。塗装仕様及び防錆仕様は下記によるものとし、

下記以外のものは標準仕様書による。

 3.2 塗装工事

防錆工事

　第２編第５章)

 (公共改修仕様書

及びアンカー

インサート

　第２編第４章)

 (公共改修仕様書

はつり・穴開け

　搬入土は，山砂等　とする。

　・　構外に搬出し適切処分　・　搬入土

　・　構内指示の場所に積み上げ　・　根切り土（良質）及び搬入土

 第２編第７章１節) 　・　構内指示の場所に敷き均し　・　根切り土

 1) 埋め戻し土は下記による。 (公共改修仕様書 ２）不用土の処分は下記による。

  土工事は下記による。土工事 7.1

関連工事 7.

 第２編第７章３節)

 (公共改修仕様書

ト工事

コンクリー 7.3

 第２編第７章２節)

 (公共改修仕様書

地業工事 7.2

　・　コンクリートこて仕上げ

 第２編第７章４節) 　・　モルタル塗り

 (公共改修仕様書 備考仕上げ

左官工事 7.4 機械基礎等のコンクリート面の仕上げは下記による。

 第２編第７章５節)

 (公共改修仕様書

鋼材工事 7.5

 4.

 5.

  ・ 一般敷地　（ 1,300mm以上）　

　・ 

  ・ 車両道路　（ 1,500mm以上）

　地中埋設配管の深さは、下記による。

共同溝内（給水）

無し

共同溝内（蒸気）

共同溝内（還水）

共同溝内（圧送）

　機器・材料は，下記の製造業者の製品，又はこれと同等品以上と認められる製品とする。

　　製造業者名　種別 材料名

（ 専 門 業 者 に よ る 工 事 ）

Ⅶ.　機　器　・　材　料　の　指　定Ⅳ.　共　通　工　事

２９
帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

図面番号

Ｍ

年度 縮尺

工  事  名

図  面  名

課 長 補 佐

Ａ３

Ａ１

特 記 仕 様 書 （ ２ ）

機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成

０３Ｎｏｎ

Ｎｏｎ

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

 (               )

 1.2

 (               )

施　　　　　工 2.

そ 　の 　他

 1.1 配 管  配 線

Ⅴ．  自　動　制　御　設　備　工　事

機　　　　　材 1.

・ 図示による

・図示による

屋 外 排 水 管

一般用排水通気管

排　
　
　
　
　
　
　
　

水　
　
　
　
　
　
　
　

設　
　
　
　
　
　
　
　

備

屋外雨水排水管

　・　標準図集による　（　・　ＣＶ　・　ＳＡ　・　ＳＢ　・　ＳＣ形）　

　・　その他（図面に特記）

排水桝は下記による。排　水　桝

2.3

2.2

排水用塩ビ管継手 全系統

排水用塩ビ管継手排水塩ビ管

硬質塩化ビニル管

排水用リサイクル

遠心力鉄筋

コンクリート管

硬質塩化ビニル管

ピット内

天井内等 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・ 桝間（連通）

耐火二層塩ビ管継手
硬質塩化ビニル

耐火二層管（ＶＰ）

配管等材料2.1

機　　　　材2. 

便器等接続部

全系統

屋内汚雑排水管

屋内一般雑排水管

排水用塩ビ管継手排水塩ビ管

排水用鉛管

（ＶＰ）
硬質塩化ビニル
耐火二層管

コーティング鋼管

排水用鉛管

排水用塩ビ

ライニング鋼管

用鋳鉄管（　種管）
メカニカル形排水

施 工 場 所継 手 種 別配 管 種 類用　　　　途

　　・　図示による　　・　下記による

排水塩ビ管

天井内等

排水鋼管用可とう管継手
 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・ 排水用塩ビ管継手 ピット・土間埋設部

ピット・土間埋設部

耐火二層塩ビ管継手

排水用塩ビ

ライニング鋼管

屋内湧水排水管 配管用炭素鋼鋼管
（白）

 ・ ねじ込み式排水管継手

排水塩ビ管 排水用塩ビ管継手

Ⅵ．給　排　水　衛　生　設　備　工　事

給 水 設 備

給排水工事の種類は，下記による。一　般　事　項

・ 汚水

・ 汚水，雑排水 ・ 雨水（連通管）

・ 実験排水

・ 実験排水

屋内排水設備

・ 公共下水道

・ 雑排水

・ その他（敷地内浸透）

・ 構内合併処理施設排水放 流先

屋外排水設備

・ 連結送水管設備

・ その他（湧水排水）

・ その他（　　）

・ スプリンクラー

・ 二酸化炭素消火設備　

消 火 設 備

給 湯 設 備 ・ 局所式

・ 屋内消火栓（　　）

・ その他（湧水排水）

・ 再利用水

・ 中央式（給湯温度　　　℃）

・ 井水

・ 屋外消火栓

・ 市水

・ その他（　　）

ポンプ圧送

自動制御設備 アズビル㈱、ジョンソンコントロールズ㈱、

パナソニックＥＳエンジニアリング㈱

水中ポンプ ㈱荏原製作所、 ㈱川本製作所、 テラル㈱



発生材集積場所

※引渡しを要するもの

Ｍ

１：３０００

１：６０００

０４

図面番号

Ｍ

年度 縮尺

課 長 補 佐

Ａ３

Ａ１

機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成
工  事  名

図  面  名

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

付近見取図　ＮＯ ＳＣＡＬＥ

本 国

至る札幌
線

３８
帯　　広　　川

根　室
道

４
２

線

国道３８号線

１
号

号

釧 路

至 る

緑が丘公園

る
釧

線
至

広
駅

路

帯

線
川

帯広畜産大学
売

２３６帯広農業高等学校

号

尾

広

川

買

る
至

勝 川

道

十　　

国

内
大空団地

道

国

陸上自衛隊十勝飛行場

稲田町

札

配置図　Ｓ＝１／３,０００

： 工 事 範 囲

２９
帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

付近見取図・配置図

： 共 同 溝 範 囲

M-０８）平面図（湧水排水設備）－４参照

M-０８）平面図（湧水排水設備）－４参照

M-０７）平面図（湧水排水設備）－３参照

M-０６）平面図（湧水排水設備）－２参照

M-０５）平面図（湧水排水設備）－１参照

秤量舎

アンローダ
上屋

便所

搾
乳
舎給餌舎

特
別
管
理
牛
舎

更衣室肥
育
牛
舎

乾
草
給
与
舎 牛

群
管
理
棟

　飼料
製造庫

農機具庫
乳製品
製造工場

堆肥舎

畜産フィールド科学センター

処置室

繁殖用牛舎

マニュア
プラント

農機具庫

管理棟

実験実習棟

食品加工
実習施設

至

帯
広

至

川
西

本部棟

体
育
館

講義棟

合宿棟

国際交流会館Ⅱ

車庫

弓道場

福利施設

講堂

車庫 中央
機械室

総合研究棟Ⅰ号館

武
道
場

図
書
館

保健管理センター

国際交流会館Ⅰ

総合研究棟
Ⅲ号館

地域連携
推進センター

動物医療センター

総合研究棟
Ⅳ号館

かしわプラザ

学生
寄宿舎

産業動物臨床棟

総合研究棟
Ⅱ号館



Ｐ

Ａ

Ａ'

50A
Ｐ－０９

（雨水系統）

動力制御盤（CＰ－３）新設

・水中ポンプ（Ｐ－０９：3φ200V 0.75kW）

・予備

※フロートスイッチ（満水警報）

※ポンプ過負荷

【自動制御設備工事】

【配線明細】

ａ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-3～RS-5
ｂ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-3～FS
ｃ　　EM-CE　　2ﾛ-3C        CP-3～P

記号　　　　　線種　　　　　　　　　　適用

ａ

ｃ

ｂ

破線部は『既存』を示す。

ＦＳ：フロートスイッチ（自動制御設備工事）

凡 例 事 項

（200HP）

（
雨

水
系

統
）

（200HP）

木

木

木

木

既・桝

65A

（100V）

（100V）

（65A）

釜場新設（建築工事）

自動運転形水中ポンプＰ－０９

仕　　　　　　　様記 　号 名 　 称

機 器 一 覧 表

50φ × 130L/min × 15m

動　　　　力
台 数

(φ) (V) 起動方式(kw)

２ 3 ２００ 0.75 電源供給ケーシング：FC200

水中ケーブル：６m付属

G 機 械 室 エ リ ア

※600×600×600H 

設置場所 備    　　考

台数内１台は予備とする。共 同 溝

Ｐ－予備

Ｍ

０５

図面番号

Ｍ

年度 縮尺

課 長 補 佐

Ａ３

Ａ１

機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成

１：１００

１：２００

工  事  名

図  面  名

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

２９
帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

平面図（湧水排水設備）－１

（サークル棟）

（武道場）

（体育館）

講義棟

芝 舗装道路

Ｒ Ｓ - ５

GV(10k)50

CV(10k)50

FJ50

芝 舗装道路

（Ｇ機械室）

（共同溝）

（共同溝）

FS

既存配管に接続



Ｐ

Ｐ

Ｅ Ｅ'

Ｆ

Ｆ'

（65A）

Ｐ－１８

Ｐ－１７

（汚水系統）

（雨水系統）

（汚水系統）

50A

50A

FS

動力制御盤（CＰ－６）新設

・水中ポンプ（Ｐ－１８：3φ200V 0.75kW）

・予備

※フロートスイッチ（満水警報）

※ポンプ過負荷

【自動制御設備工事】

ａ2　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-6～RS-1
ｂ2　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-6～FS

【配線明細】

ｃ2　　EM-CE　　2ﾛ-3C        CP-6～P

記号　　　　　線種　　　　　　　　　　適用

c2

a2

b2

a1

ｃ1

b1

動力制御盤（CＰ－５）新設

・水中ポンプ（Ｐ－１７：3φ200V 0.75kW）

・予備

※フロートスイッチ（満水警報）

※ポンプ過負荷

【自動制御設備工事】

ａ1　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-5～RS-1

【配線明細】

ｂ1　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-5～FS
ｃ1　　EM-CE　　2ﾛ-3C        CP-5～P

記号　　　　　線種　　　　　　　　　　適用

（雨水系統）

（汚水系統） （100A）

（100A）

65A（65A）

（100V）

（100A）

（100A）

（100A）

（100A）

（100A）

（雨
水

系
統

）

（汚
水

系
統

）

65A

破線部は『既存』を示す。

ＦＳ：フロートスイッチ（自動制御設備工事）

凡 例 事 項

自動運転形水中ポンプＰ－１７

仕　　　　　　　様記 　号 名 　 称

機 器 一 覧 表

動　　　　力
台 数

(φ) (V) 起動方式(kw)

３ 3 ２００ 0.75 電源供給ケーシング：FC200

水中ケーブル：６m付属

Ｐ－１８

釜場新設（建築工事）

釜場新設（建築工事）

50φ × 130L/min × 15m

J 機 械 室 ・ 通 路 エ リ ア

※600×600×600H 

※600×600×600H 

Ｐ－予備

設置場所

共 同 溝

備    　　考

台数内１台は予備とする。

Ｍ

０６

図面番号

Ｍ

年度 縮尺

課 長 補 佐

Ａ３

Ａ１

機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成

１：１００

１：２００

工  事  名

図  面  名

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

２９
帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

平面図（湧水排水設備）－２

ＵＰ

（本部棟）

（車　庫）
（中央機械室）

GV(10k)50

CV(10k)50

FJ50

CV(10k)50

FJ50

GV(10k)50

（Ｊ機械室）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

ＲＳ-１

FS

既存配管に接続

(200HP)

（排水槽ＰＵ）

※既存配管に接続



Ｐ

50A

Ｂ

Ｂ'

Ｐ

Ｐ

50A 50A

Ｂ

Ｂ'

ＵＰ
GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

×２
×２
×２

65A
65A

（65A） （65A）

（65A）

Ｐ－０３
×２

ＵＰ

既存配管に接続

Ｐ－０３

動力制御盤（CＰ－４）新設

・予備

※フロートスイッチ（満水警報）

※ポンプ過負荷

【自動制御設備工事】

【配線明細】

ａ ｃ ｂ

（汚水系統）（汚水系統） （汚水系統）（汚水系統）

破線部は『既存』を示す。

ＦＳ：フロートスイッチ（自動制御設備工事）

凡 例 事 項

（65A）

非自動形水中ポンプ

仕　　　　　　　様記 　号 名 　 称

機 器 一 覧 表

動　　　　力
台 数 設　置　場　所

(φ) (V) 起動方式(kw)

６ 共 同 溝3 ２００ 0.75 電源供給

備    　　考

水中ポンプ

名 　 称

機 器 一 覧 表

記 　号

自動運転形

仕　　　　　　　様
動　　　　力

台 数 設置場所
(φ) (V) 起動方式(kw)

４ 共 同 溝3 ２００ 0.75 電源供給

備    　　考

ケーシング：FC200

水中ケーブル：６m付属

再使用なし

Ｐ－０５

Ｐ－０３

Ｐ－０４

Ｐ－０５

Ｐ－０４

Ｐ－０３

Ⅰ Ｔ 字 路 エ リ ア 【 改 修 前 】 Ⅰ Ｔ 字 路 エ リ ア 【 改 修 後 】

50φ × 130L/min × 15m 50φ × 130L/min × 15m

Ｐ－予備

台数内１台は予備とする。

Ｍ

１：１００

１：２００

０７

図面番号

Ｍ

縮尺
Ａ３

Ａ１

年度

課 長 補 佐 機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成
工  事  名

図  面  名

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課 帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

２９
平面図（湧水排水設備）－３

凡 例 事 項

：既存機器・配管『撤去』範囲を示す。

（本部棟）（本部棟）

配管切断

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝） （共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

CV(10k)50

FJ50

GV(10k)50

FS

・水中ポンプ（Ｐ－０３：3φ200V 0.75kW）

ａ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-4～RS-6
ｂ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-4～FS
ｃ　　EM-CE　　2ﾛ-3C        CP-4～P

記号　　　　　線種　　　　　　　　　　適用



Ｐ

Ｐ

（100）（150）

（300HP）

（200HP）

Ｐ

Ｐ

50A 50A

50A 50A

Ｄ Ｄ'

Ｃ

Ｃ'

Ｐ

Ｐ

（200HP）

50A

Ｄ Ｄ'

Ｃ

Ｃ'

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

×２
×２
×２

Ｐ－０４

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

×２
×２
×２

×２

Ｐ－０４

Ｐ－０５
×２

（65A）

（65A）

65A

（65A）

（65A）

（65A）

65A

Ｐ－０５

配
管

切
断

既
存

配
管

に
接

続

配
管

切
断

既
存

配
管

に
接

続

（300HP）

（100）（150）

（65A）

50A

（雨水系統）

（雨水系統）

（雨水系統）

（雨水系統）

５P

ｂ

ａ

ｃ

既存動力制御盤（CＰ－１）改造

・水中ポンプ（Ｐ－０４：3φ200V 0.75kW）

・予備

※フロートスイッチ（満水警報）

※ポンプ過負荷

【自動制御設備工事】

ａ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-1～RS-3

【配線明細】

ｂ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-1～FS
ｃ　　EM-CE　　2ﾛ-3C        CP-1～P

記号　　　　　線種　　　　　　　　　　適用

・予備

※フロートスイッチ（満水警報）

※ポンプ過負荷

記号　　　　　線種　　　　　　　　　　適用

【配線明細】

ｃ
ａ ｂ

５P

５Ｐ：電極スイッチ５Ｐ：電極スイッチ

（雨水系統）

（雨水系統）

（雨水系統）

（雨水系統）

（汚水系統）

（汚水系統）

（汚水系統）

（汚水系統）

破線部は『既存』を示す。

ＦＳ：フロートスイッチ（自動制御設備工事）

凡 例 事 項

破線部は『既存』を示す。

ＦＳ：フロートスイッチ（自動制御設備工事）

凡 例 事 項

Ａ サ ブ ス テ ー シ ョ ン エ リ ア 【 改 修 前 】

Ａ サ ブ ス テ ー シ ョ ン エ リ ア 【 改 修 後 】 Ｃ サ ブ ス テ ー シ ョ ン エ リ ア 【 改 修 後 】

Ｃ サ ブ ス テ ー シ ョ ン エ リ ア 【 改 修 前 】

Ｍ

１：１００

１：２００

０８

図面番号

Ｍ

縮尺
Ａ３

Ａ１

年度

課 長 補 佐 機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成
工  事  名

図  面  名

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課 帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

２９
平面図（湧水排水設備）－４

凡 例 事 項

：既存機器・配管『撤去』範囲を示す。

凡 例 事 項

：既存機器・配管『撤去』範囲を示す。

（学生寄宿舎）

（かしわプラザ）

（Ａサブステーション）

（Ｃサブステーション）

（学生寄宿舎）

（かしわプラザ）

（Ａサブステーション）

（Ｃサブステーション）

Ｒ Ｓ - ４

Ｒ Ｓ - ３

Ｒ Ｓ - ３

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

GV(10k)50

CV(10k)50

FJ50

GV(10k)50

CV(10k)50

FJ50

FS

５P

５P

Ｃ Ｐ - １

Ｃ Ｐ - ２

FS

Ｒ Ｓ - ４

既存動力制御盤（CＰ－２）改造

【自動制御設備工事】

・水中ポンプ（Ｐ－０５：3φ200V 0.75kW）ａ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-2～RS-4
ｂ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-2～FS
ｃ　　EM-CE　　2ﾛ-3C        CP-2～P



2
,5
00

2
,0
00

2
,0
00

8
00

1,
80
0

1,
80
0

2
,0
00

4,0002,000

1
,2
00

1
,3
00

1
,3
60

（既存雨水系統）

（既存汚水系統）

7
30

8
508
00

8
00

1
,6
00

1
,6
60

Ｍ

１：　５０

１：１００

０９

図面番号

Ｍ

Ａ３

Ａ１
縮尺

機 械 設 備 整 備 係

年度

課 長 補 佐施 設 課 長

平成
工  事  名

図  面  名

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

Ｐ－０９

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

Ｐ－１８

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

65A

50A

65A

50A

Ｐ－１７

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

断面図Ａ－Ａ' 断面図Ｅ－Ｅ'

断面図Ｆ－Ｆ'

（65V）

GL-1200
GL-1300

（100V）

（100V）

（65A）

G 機械室エリア J機械室エリア

J通路エリア 排水ポンプ廻りフロー図

帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

断面図（湧水排水設備）－１・制御フロー図

２９

ＣＰ－※盤

P-※

排水

盤名称

ＣＰ－１

ＣＰ－２

既設（内部改造）

既設（内部改造）

負荷

Ｐ－０４

Ｐ－０５

ＣＰ－３ 新 設 Ｐ－０９

ＣＰ－４ 新 設 Ｐ－０３

ＣＰ－５ 新 設 Ｐ－１７

ＣＰ－６ 新 設 Ｐ－１８

・ＣＰ盤から水中ポンプに電源供給する

・水中ポンプは付属のＦＳ（ＯＮ／ＯＦＦ用）により自動発停する。

・ＦＳ（警報用）により満水警報を発報する。

・電源供給漏電ブレーカより警報を発報する。

・満水警報・漏電警報を一括警報として中央監視に表示する。

・中央監視は既設ポイントの併用とする。

【制御内容】

移報先

ＲＳ－４

ＲＳ－３

ＲＳ－５

ＲＳ－１

ＲＳ－１

ＲＳ－６

ＦＳ（ＯＦＦ用）

ＦＳ（ＯＮ用）
ＦＳ（警報用）

ＲＳ－※盤（既設利用）

中 央 監 視 へ

漏電・満水一括警報

【動力制御盤（ＣＰ）一覧表】

【ＣＰ－１，２改造内容】

・ブレーカ更新、液面制御回路撤去

・予備ブレーカ設置、200/100ＶＡＣトランス新設

・携帯水中ポンプ用電源コンセント新設

既設／新設

電源供給（動力）

注）ＦＳ：フロートスイッチ

（共同溝：Ｇ機械室）

釜場新設（建築工事）

ＧＬ

（共同溝：Ｊ機械室）

（共同溝）

（共同溝）

ＧＬ

釜場新設（建築工事）

既存配管に接続
既存配管に接続

既存配管に接続

（200HP）

舗装道路芝

ＧＬ

600×600×600H

600×600×600H

釜場新設（建築工事）
600×600×600H
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2
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2
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4,500

4,000

5
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00

4,000

5
,2
00

1,
05
0

1,
05
0

Ｍ

１０

図面番号

Ｍ

Ａ３

Ａ１
縮尺年度

工  事  名

図  面  名

課 長 補 佐 機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成

１：　５０

１：１００

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

Ｂ－Ｂ'断面図
Ｃ－Ｃ'断面図

Ｄ－Ｄ'断面図

Ｄ－Ｄ'断面図
Ｃ－Ｃ'断面図

Ｂ－Ｂ'断面図

配管切断

既存配管に接続

（65A）

（65A）

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

×２
×２
×２

Ｐ－０３ ×２

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

Ｐ－０３

65A

（65A）

65A

（65Ｖ）

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

×２
×２
×２

Ｐ－０５
×２

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

Ｐ－０５

Ｐ－０４

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

Ｐ－０４

GV(10k)50
CV(10k)50
FJ50

×２
×２
×２

×２

65A

65A

Ⅰ Ｔ 字 路 エ リ ア 【 改 修 前 】 Ａ サ ブ ス テ ー シ ョ ン エ リ ア 【 改 修 前 】 Ｃ サ ブ ス テ ー シ ョ ン エ リ ア 【 改 修 前 】

Ⅰ Ｔ 字 路 エ リ ア 【 改 修 後 】 Ａ サ ブ ス テ ー シ ョ ン エ リ ア 【 改 修 後 】 Ｃ サ ブ ス テ ー シ ョ ン エ リ ア 【 改 修 後 】

帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

２９
断面図（湧水排水設備）－２

（Ａサブステーション）

（Ａサブステーション）

（Ｃサブステーション）

（Ｃサブステーション）

（共同溝）

（共同溝）

ＧＬ ＧＬ ＧＬ

ＧＬＧＬＧＬ

既存配管に接続

配管切断



（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

噐具庫噐具庫噐具庫噐具庫

帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

２９
平面図（動力設備）－１

名　　称記　号 仕　様　・　規　格

凡　例

図中記入無き配管配線は下記による

共同構内,建物ﾋﾟｯﾄ内ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上配線 配線種類は図中による

配線種類は図中による共同溝

既存

機械はつり 補修共　サイズは図中表記▲

（既設天井内ラック上敷設）　

3φ EM-CET14

既設電灯動力分電盤
MMCB50AF/30AT×1 増設

（既設共同溝内ラック上敷設）　

3φ EM-CET14

△×1

△ ケーブル線名札

新設（自動制御設備工事）

アクリル製：40×150×3ｔ

動力盤

動力制御盤（ＣＰ）

Ｍ

１：３００

１：６００

１１

図面番号

Ｍ

縮尺
Ａ３

Ａ１

年度

課 長 補 佐 機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成
工  事  名

図  面  名

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

CP-３

体

育

館

講 義 棟

合宿棟

弓道場

武

道

場

図

書

館

学 生 寄 宿 舎

か し わ プ ラ ザ

△×1



（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

設備室

電気室

準備室

マルチラボ

コモンオフィス

ａ　　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-4～RS-6

【配線明細】

記号　　　　　線種　　　　　　　　　　適用

　EM-CEE　1.25ﾛ-2C　　CP-4～RS-6
　　　　　線種　　　　　　　　　　適用

帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

２９
平面図（動力設備）－２

（既設共同溝内ラック上敷設）　

3φ EM-CET14

（既設共同溝内ラック上敷設）　

3φ EM-CET22

（既設共同溝内ラック上敷設）　

3φ EM-CET14

（既設共同溝内ラック上敷設）　

3φ EM-CET14

（既設共同溝内ラック上敷設）　

3φ EM-CE8-3C

分岐接続材(3M:92-JB1-EM相当品)×3

分岐接続材(3M:92-JB1-EM相当品)×3

既設動力盤（P-1)
MMCB50AF/50AT×1 増設

△×1

△×1

△×1

△×1

△×1

△×1△×1

△×1

△×1

▲

50φ×150ｍｍ×1

名　　称記　号 仕　様　・　規　格

凡　例

図中記入無き配管配線は下記による

共同構内,建物ﾋﾟｯﾄ内ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上配線 配線種類は図中による

配線種類は図中による共同溝

既存

機械はつり 補修共　サイズは図中表記▲

△ ケーブル線名札

動力盤

動力制御盤（ＣＰ） 新設（自動制御設備工事）

アクリル製：40×150×3ｔ

既設動力盤（1P-1)

Ｍ

１２

図面番号

Ｍ

縮尺
Ａ３

Ａ１

年度

課 長 補 佐 機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成
工  事  名

図  面  名
１：３００

１：６００

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

仮眠室電気室 監視室

ＲＳ-６
CP-４

CP-５

CP-６

以降、Ｍ－０６：平面図（湧水排水設備）－２参照

本部棟

講堂

車庫

中央機械室

総合研究棟Ⅲ号館総合研究棟Ⅱ号館

総合研究棟Ⅰ号館

（既設共同溝内ラック上敷設）　

3φ EM-CET22

△×1

△×1

△×1

△×1

△×1

既設動力盤（P-1-1)
MMCB50AF/50AT×1 増設

3φ EM-CET22（E39)



（共同溝）

（共同溝）

（共同溝）

設備室

電気室

準備室

マルチラボ

コモンオフィス

帯広畜産大学　基幹整備（湧水排水設備）工事

２９
平面図（動力設備）－　撤去

（撤去）　

3φ CV8-3C×2
3φ CV60-3C

3φ CV60-3C

（撤去）

（撤去）　

3φ CV8-3C×2
3φ CV60-3C

既設低圧動力切替盤

既設動力盤（1P-1)

（撤去）　

PB150×150

名　　称記　号

凡　例

図中記入無き配管配線は下記による

共同構内,建物ﾋﾟｯﾄ内ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上配線

共同溝

機械はつり▲

△ ケーブル線名札

仕　様　・　規　格

配線種類は図中による

配線種類は図中による

既存

補修共　サイズは図中表記

新設（自動制御設備工事）

アクリル製：40×150×3ｔ

動力盤

動力制御盤（ＣＰ）

Ｍ

１３

図面番号

Ｍ

縮尺
Ａ３

Ａ１

年度

課 長 補 佐 機 械 設 備 整 備 係施 設 課 長

平成
工  事  名

図  面  名
１：３００

１：６００

帯  広  畜  産  大  学   施  設  課

仮眠室電気室 監視室

本部棟

講堂

車庫

中央機械室

総合研究棟Ⅲ号館総合研究棟Ⅱ号館

総合研究棟Ⅰ号館


	M-01)基幹整備（湧水排水設備）工事　図面リスト
	M-02)基幹整備（湧水排水設備）工事　Ｈ２９特記仕様書（１）
	M-03)基幹整備（湧水排水設備）工事　Ｈ２９特記仕様書（２）
	M-04)基幹整備（湧水排水設備）工事　付近見取図
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	M-08)基幹整備（湧水排水設備）工事　平面図－４
	M-09)基幹整備（湧水排水設備）工事　断面図－１・制御フロー図
	M-10)基幹整備（湧水排水設備）工事　断面図－２
	M-11)基幹整備（動力設備）工事　平面図－１
	M-12)基幹整備（動力設備）工事　平面図－２
	M-13)基幹整備（動力設備）工事　平面図－撤去

